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本年度は､春季採苗を主体として母貝飼育､産卵誘発､幼生飼育､付着稚貝飼育を行なった｡また精

子濃度と受精率の関係を倹討した｡

Ⅰ 人 工 採 苗 試 験

材料および方法

採卵に使用した母貝は､すべてエゾアワビで､昭和50年12月､昭和51年 5月に八百より購入し､20℃

の海水で飼育したもの約 150個を使った｡母貝の飼育はt 7002コンクリート水槽 2面で行ない,常時

約2m3/時の20℃の加温海水を流しt 0-12時を明期として､40W電球をタイマーにより点滅させた.

産卵誘発は従来の紫外線照射海水による刺激法を用いた (方法の詳細は昭48ー49年度事業概要参照 )｡

放出卵 1個に対し精子数 3,000- 5,000尾の割合で受精させた後､ 40- 90FEの ミューラーガ｣ゼ に 100

万個の受精卵を入れ､ 2- 3分程度流水して､余分な精子を洗い流した｡

幼生飼育にはt132スチロール水槽を用いた.幼生飼育密度は10,000/Pとした｡飼育時の水温は20

℃とし_ 1日1回の割合で水換えをした｡幼生がふ化後､ 3- 4日経過した後､底生に移り他物に付着

する時期をみはからって､付着直前の幼生をポリ水槽 (177×85.5×59cm)に移し､採苗器 (昭50

年事業概要参照)を5枠入れt 4- 5時間後に付着を確認し､水槽の底面から静かに注入し､流水飼育

をした｡付着時に使周した珪藻は Cocconeis Sp.である｡流水飼育後､ 3- 4日日あたりに､マリ

ンタンク(200X150X40(mMこ移し､静かにエアレーションを行ない流水量を 1i/時とLt珪藻の

増殖と椎貝の摂餌との′ヾランスをとるよう高さ2mのところに黒い膜を張り､光の調節を行ない､その

状態を1-2週間程度続け歩留り向上を図った｡

その後_FRP水槽 (124X66X44cm)､コンクリート水槽 (330X140X 80(/7n吊こ1m2当りの

波板数50枚になるように垂下して､ 0.8- 1.5i/時の流水量で飼育した｡ 8-10mmに成長したものの

一部はコンクリート水槽に設置した桐生箕 (140X140×40(/7打 ､アクリル水槽 (30x20x22仇 )を用

いてマコンブ､人工餌料を与えて飼育した｡

結 果

第 1表に産卵誘発から付着までの経過を示した｡昭和51年から飼育した母貝は 3月11日から9月21日

までに16回産卵誘発を行ない､その内12回受精卵を得･産卵誘発率 (雷雲才芸豊 x100)は第 1図
に示すように母貝飼育開始時から91日に 100%に遷した｡これは7.6℃を基準とした有効積算温度が

1128.4に運する頃であった｡16回の産卵誘発で総計 4,551万個の産卵があったが､すべて受精､洗卵し

たところ､その円の60.4%の2,741万個のふ化幼生を得た｡受精率は84.1- 99.4%､ふ化率は72.7-

100%であった｡採苗に用いた波板は 1,100枚で､付着 4- 5日目の生残率は 1例を除いて80- 100%で､

1,963万個～ 2,453万個の付着椎貝が得られた｡これは昨年までの平均60%前後より上廻った｡その原
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凶は､付着に用いた珪藻が 2週間程度培養した趣く柔らかいCocconeisSp,を用いたこと､付着後
4- 5時間後に流水にし-エアレーションを行なわなかったことなどが考えられる0 3カ月後の生残率

は 9%で 220万個- 330万個 (3--67nm)の付着稚貝が得られたoしかし,この時点で餌料不足が目立

ち､餌の入れ替えや栄養塩の綜加を行なったO栄養塩はtKN ()3- 3g､ Na2 HPO.･12H20

-089､ Na･zSO 3 ･9H20-129- EeC13 ･6H20--0042gを海水 17机こ含むものを 1単
位として､飼育水が常に 3単位の濃度になるようにした｡そのほか､栄養塩､pPl弓･(チッソ230/O､

リンサン3% )の固形栄養塩を添加したが､何れ も効果がなく､苑死が呂立ち始め11月の時点では計

140,000個となった｡しかしその後､更に冬期間の水温の低下､水量不足に伴い､菓死が目立ち翌 5月

には最終的に65,000個 (1.5- 3.0仇 )の採苗にとどまった｡

第 1表 採苗および飼育結果
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第 2表 精子数と受精率 ･浮上率
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結果 および考察

実験結果は､第2表および第 2図に示した.実験 1では卵 1イ抑こ封する精子数が 1,000～10,000尾で

は､受精率96.0- 100%と高い値いを示したが､ 5,000-10,000尾では発生経過中に_卵膜が変形する

ものが現われ､精子数の多い程その出現率が大きくなる｡'k験 2では､下'rJ-子数 100一一200尾では､受精

率は､32.0-56.00/Oと低く､精子数の上昇とともに受精率も高まり､flJ-J'･放 300尾で98･0%､ 1,000-

8,000尾では100%に遷した｡しかし､精子数が 5,000尾以上になると､卵膜変形はみられないが､浮

遊幼生に遷する段階で､奇形卵が生じてt浮上率が悪化しー 8.000尾以上になるとその出現率も大きく

なる｡

以上の結果から解る様に､卯が確実に受精するには､ 2,000一一5,000尾の精子数が必要であり､それ

以下では受精しない卵が生ずる.しかも､精子数 5,000尾以上になると､卵膜が変形するものが出てく

る｡変形により発生経過中に奇形卵の生ずる可能性がある｡しかし受精の際,余分な精子は少ない万が

望ましいので､おおよそではあるが､受精時の精子数は卵 1個に対し､ 1,000- 2,000尾あたりが適当

ではないかと思われる｡
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